
（様式２） 

備考 １．必ず、大項目を【１、２、３・・・】、中項目を【（１）、（２）、（３）・・・】、小項目を【①、②、③・・・】として明記し、質問内容、要旨等の具体的かつ明瞭化に努める。 

２．数値の答弁を求める場合は、必ずその旨を記載する。また、過去の経緯、他市の状況等の答弁を求める場合も、同様の扱いとする。 

３．ＭＳ明朝体、１２ポイントで記載する。 

（ 1 ページ） 

22番 臼井 淳議員  

質問タイトル（大項目） 

 

 

質問項目（中項目） 

 

 

具体的質問内容（小項目） 

 

 

1、メガソーラー建設が原因で

蛇ヶ洞浄水場の損害補償はど

うなるのか。 

【質問趣旨】 

 令和 4 年 7 月上旬に、上半

田川メガソーラー建設現場か

ら濁水が蛇ヶ洞川に流れ込

み、浄水場の機能がストップ

し、県水を追加購入して不足

分を補っている。 

瀬戸市は、県水受水費・薬

品費・動力費・汚泥処分費等

の追加費用については、開発

事業主に損害補償を求めてい

る。 

このメガソーラー建設が原

因で、浄水場の給水に問題が

発生しただけでなく、完成後

に、台風や豪雨等への対策は

十分に講じているかについ

て、市当局に伺うものである。 

 

 

 

 

 

 

 

（1）メガソーラ－の建設が

原因で濁水発生による被害

の対応はどうなったのか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 令和 4年 7月 6日以降に大雨が降り、上半田川町メガソーラー建設現場から濁水 

が流出し、蛇ヶ洞川に流れたことで、蛇ヶ洞浄水場の浄水が不能となったことを知

った。敷地面積約 57haの内、約 30haの山林を伐採し、約 28メガワットの太陽光発

電施設の建設が始まれば土砂崩れのリスクが高く、起きるべくして起きたと感じた

が、市当局はメガソーラー事業の建設についてどのように受けとめていたのか伺う。 

 

② 昨年７月 6日からの大雨により、蛇ヶ洞川に濁水が流れ出て浄水場が使えなくな 

ったことについて、当時どういう状況だったのか説明を求める。 

 

③ 問題発生後については、同年７月 27日、愛知県と瀬戸市、地元自治会が、メガ 

ソーラーの建設現場に出向き、現地確認を行っているが、どのような経緯であった

のか伺う。 

 

④ 今年 3月 23日から 24日にかけて、2度目の蛇ヶ洞川に濁水が流出している。 

メガソーラー建設現場の調整池にたまった水を放流したことが原因であるが、具体

的にどのような問題を起こしていたのか伺う。 

 

⑤ 昨年 7月と今年 3月、蛇ヶ洞川に濁水が流れ、蛇ヶ洞浄水場に被害が出たことは、 

メガソーラー建設による開発行為が原因であることを元請業者が認めている。これ

まで県・市・開発業者及び元請業者を含めて、どのように話し合っているのか伺う。 
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⑥ 蛇ヶ洞川に濁水が流出したことで、蛇ヶ洞浄水場の供給に影響があったと聞くが 

浄水場の浄水にどのような影響が出たのか。県水を追加購入して補う事態になった

理由についても伺う。 

 

⑦ 今回のように浄水場の浄水がストップし、自己水量の供給が困難になった場合は 

県水を追加購入することになるが、県水の承認基本料金の単価はどのように変わり、

今回以上に、浄水場の機能がストップする期間（１か月・2か月間）が長期になれば、

県水の追加費用はどのくらい増えることになるのか伺う。 

 

⑧令和 4年 7月市当局は、メガソーラー建設工事が原因で、原水汚濁に伴う補償に 

ついて顧問弁護士に相談をしているが、どのような相談を行い、どのような補償（補

償額を含め）を提示することになったのか伺う。 

 

⑨ 濁水が発生した問題では、「濁水対策・沈砂池・堰堤下流」について、昨年 7月 

27 日に、愛知県維持管理課及び砂防課と林務課が工事現場に立ち入り確認している

が、県担当課から元請業者に、具体的に指摘した 36項目の対策はどのように対応さ

れ、市はどう把握しているのか伺う。 

 

⑩ 瀬戸市は元請業者に対し、損害賠償については、7月分と 8月 11日から 10月 

31日までの県水受水費と薬品費、動力費で約 410万円と天日乾燥池浚渫に約 154万 

円、汚泥処分費の未定部分を含めての概算で、どの位の賠償額（被害額）になるの 

か伺う。 
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（2）今後、メガソーラー施

設完成後の管理に問題が起

きた時はどうするのか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑪ 瀬戸市は元請業者との話し合いで、メガソーラーの建設工事が原因で、浄水場に 

損害を与えたことの損害賠償債務の合意がされている。市は元請業者とどのように

合意がされ、いつまでに賠償請求を行い、いつまでに支払ってもらうのか伺う。 

 

⑫ メガソーラー建設が原因で、浄水場に問題が起きたことについて、瀬戸市は当該 

事業者と過去に協議していたが、どんな内容だったのか伺う。 

 

① メガソーラー建設工事の完成は 6月中のようだが、過去 10年以内に起きた大型 

台風の最大雨量や風速、そして集中豪雨の経緯を確認すると、現場の地山は露出し、

円弧滑りの危険性がある。急傾斜地にソーラーパネル（法面）が設置され風圧荷重

の対策や沈砂池、調整池、配水等の土砂崩れ対策等は十分といえるのか伺う。 

 

② メガソーラー完成後も大型台風やゲリラ豪雨等で土砂災害が起きる恐れがあり、 

蛇ヶ洞川に濁水が流入し、浄水場がストップすることも考えられる。供給する水道 

水量に影響が出た場合には、県水を契約している承認基本水量と全体配水量、自己 

水量との調整を考えなければならない。市は、今回の濁水による被害はどの程度の 

問題だと考え、どんな事態になったら水道供給に深刻な問題となったか伺う。 

 

③ 他府県の自治体でもメガソーラーの建設地では、大雨などにより大量の土砂が河 

川や水田に流出する被害が起きている。今後、当該メガソーラー事業の安全性の管

理が適切に行われているのかは、どのように確認することが出来るのか伺う。 
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④ 愛知県は、当該施設の管理で問題が発生した場合は、砂防や森林保全等の対策等 

を指導する立場であるが、瀬戸市は当該事業についてはどのように関われるのか伺

う。 

 

⑤ 今回のような豪雨や台風等の自然災害の大きさによって、メガソーラー施設から 

土砂崩れが発生し、蛇ヶ洞川や地元 3 町（上半田川・片草・白岩）に濁水や土砂が

大量に流出する恐れと、住民や浄水場等に被害が起きることも考えられる。市は、

事業者には法的責任や安全規制に関するリスクを十分に認識しておく必要があると

考えるがどのようか伺う。 

 

⑥ 今回のように、メガソーラー事業区域内で土砂崩れやパネル流出等が発生し、蛇 

ヶ洞川や浄水場、地元住民に被害が起きた場合は、この事業者が確実に対応しても

らえるのか伺う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


